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光本圭佑議員による 

日本維新の会の政務活動費の 

不可解な入出金等に係る 

調査特別委員会 
３月17日 

（発言の内容） 

前迫委員長 お疲れさまです。 

  ただいまより光本圭佑議員による日本維新の会の政

務活動費の不可解な入手金等に係る調査特別委員会を

開会いたします。 

  御報告いたします。現在の出席委員は８人でありま

す。 

  この際、申し上げます。 

  本日の委員会について、毎日放送等からテレビ撮影

の許可願が提出されており、委員長においてこれを許

可しておりますので、御了承願います。 

  また、市政記者から写真撮影等の申出がありますの

で、御承知おき願います。 

  次に、本日の議事については、タブレットに配付の

本委員会の進め方のとおりであります。 

  これより議事に入ります。 

調査報告書について 

（発言の内容） 

前迫委員長 調査報告書についてを議題といたします。 

 前回の本委員会で配付いたしました調査報告書に軽

微な修正がございました。改めてタブレットに配付い

たしておりますので、御確認願います。 

 よろしいでしょうか。 

   （「はい」と呼ぶ者あり） 

前迫委員長 それでは、本件については、会派に持ち帰

り検討願うこととなっておりました。つきましては、

その検討結果を御報告願います。 

  眞田委員。 

眞田委員 公明党としては、この案で問題ないと考えて

おりますので、了といたします。 

前迫委員長 都築副委員長。 

都築副委員長 了といたします。 

前迫委員長 丸岡副委員長。 

丸岡副委員長 了といたします。 

前迫委員長 川﨑委員。 

川﨑委員 了といたします。 

前迫委員長 佐野委員。 

佐野委員 了といたします。 

前迫委員長 田中委員。 

田中（淳）委員 了といたします。 

前迫委員長 それでは、各会派の御意見は了とするとの

ことですので、本件について採決に入りたいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

前迫委員長 異議なしと認めます。 

  よって、採決に入ることに決しました。 

  お諮りいたします。 

  調査報告書案を原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

前迫委員長 異議なしと認めます。 

  よって、調査報告書案は原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

  以上をもって、本委員会の調査は全て終了いたしま

した。 

  本委員会での調査を終えるにあたり、一言御挨拶を

申し上げます。 

 本委員会は昨年の10月８日に設置され、第１回の委

員会を10月17日に開会し、以降、本日までに委員会を

８回、また準備会を18回開会し、調査を行ってまいり

ました。そして、本日ここに調査報告書を取りまとめ

るに至りました。これもひとえに両副委員長をはじめ、

委員の皆様方の御理解と御協力があったからこそと厚

く御礼申し上げます。 

  調査報告書に記述がありますとおり、光本圭佑氏の

証言拒否などにより２つの事件の全容解明には至りま

せんでしたが、250万円の会派内個人使用分の政務活

動費の出金については、銀行に記録を請求し、提出を

受けた結果、これまで光本氏が説明してきた内容は虚

偽で、議会事務局や日本維新の会に光本氏が提出した

口座の記録も偽造されたものであったことが判明いた

しました。こうした証拠が出てきたことは、本委員会

を設置した大きな成果であると自負しております。 

 改めて光本氏には、この調査報告書をよくお読みい

ただき、自ら説明責任を果たすとともに、早急に辞職

されることを強く求めます。 

  最後になりますが、調査の過程におきまして、法的

アドバイザーとして様々な場面で助言や確認をいただ

きました丸山弁護士をはじめ、記録等の請求に御対応

していただきました関係機関の皆様に改めてお礼を申

し上げます。ありがとうございました。 

  これをもって光本圭佑議員による日本維新の会の政

務活動費の不可解な入手金等に係る調査特別委員会を

閉会いたします。 


